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「谷山ふるさと祭」の変遷：第１回～第34回（1980–2013）
武田　篤志＊
Taniyama Furusato Matsuri in taniyama area of Kagoshima City was started since 1980. This is 
a newly created event, not traditional festival. Today this event is the biggest one in this area. 
However, in recent years it has followed a course of decline because of reduction of event-goers. 
In this paper I review the history of Taniyama Furusato Matsuri and its current state, and have 
a view of its future.
はじめに
鹿児島市谷山地区で毎年10月に開催されている「谷山ふるさと祭」は今年で35回目を迎える。この行事
は鹿児島市の「おはら祭」の地域祭として昭和55年（1980）に始まったもので，信仰を伴わないイベント
型の祭りである。もともと谷山の地では惣鎮守・伊佐智佐神社の神事「浜下り」を中心とした「ほぜ祭り」
が大々的におこなわれていたが，高度成長期を境に規模が縮小され，昭和54年（1979）を最後に姿を消す。
ちょうどこれと入れ替わりで登場したのが谷山ふるさと祭である。
現在，谷山ふるさと祭は谷山地区最大のイベントであるが，近年では参加者の減少からその存続が危ぶ
まれる状況も生じており，大きな岐路に立たされている。そこで本稿は，これまでの祭の歩みを振り返り，
総合的な観点からこの地域イベントの今後について展望したい。またこれとあわせて，谷山ふるさと祭の
開催履歴を整理しその足跡を概観するための資料を提示したいと思う（本稿末尾の付録資料参照）。
１　谷山ふるさと祭開催の経緯
谷山ふるさと祭は鹿児島市の「おはら祭」の地域祭として昭和55年（1980）に地元商工会などが主体と
なって始められた（主催は谷山ふるさと祭振興会）。この地域祭とは，同年におはら祭が30回目を迎えた
ことと鹿児島市が50万都市の仲間入りをしたことを記念し，祭を市内全域に広げようとのねらいで設けら
れたものである。もっとも，より実情に即していえば，人口増著しい鹿児島市にあって，おはら祭に多く
の市民が集中して収集がつかなくなる事態が懸念されることから，周辺地域に地域祭なるものを設けて祭
　 　
キーワード：谷山ふるさと祭，浜下り，傘鉾行列
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参加者を分散させる意図があったようである1。このように，谷山ふるさと祭誕生の背景には，鹿児島市の
都市化という社会変動をベースとした行政的な配慮があったことがわかる。
また，昭和60年（1985）に実施された山下欣一調査班の「谷山ふるさと祭の調査」によれば，上記に加
えて，祭を開催する谷山サイドの背景として以下の諸点が挙げられている（山下編 1986: 147）。
・谷山地区の人口が10万人をこえたのを記念し何かすることになった。
・谷山のシンボルとなるものを何か作ろうとの声が上がった。
・谷山も都市化が進み新しい住民が増えて来たので昔の谷山の意識を残すために何かやろうということ
になった。
・谷山には昔からほぜ祭り（伊佐智佐神社の浜下り）という祭があったが，毎年10月19日に行われるた
め日曜日と重ならない。そのためほぜ祭を基礎にして，10月の最終日曜日に，谷山ふるさと祭を行い，
より多くの市民に参加してもらえるようにした。
ここにも，都市化により変化してゆく地域社会への対応という意識がうかがえる。谷山地区は半農半漁
の時代から臨海部の工業地帯造成を経て，昭和42年（1967）の鹿児島市との合併以後は，増大する都市人
口の受け皿として急速にベッドタウン化が進んできた（谷山の変容については，武田 2011を参照）。谷山
ふるさと祭は，このような高度成長期以後の谷山の新しい局面で登場したのである。上掲の山下班報告書
はほぜ祭りと谷山ふるさと祭の関連を示唆しているが，厳密にいえば，谷山ふるさと祭は近代的な都市住
民の生活様式にあわせたイベントであり，谷山の習俗に根ざしたほぜ祭りとは時間的・空間的に非連続に
ある。
２　開催履歴からみる祭の変化
かくして始まった谷山ふるさと祭であるが，これまでの開催履歴から，祭がどのような変遷をたどって
きたのか確認しておこう（表１）。まず，祭の大きな枠組みじたいは初回から現在までさほど変化してい
ない。谷山電停から春日通りおよび下松崎までを車両通行止めにして祭会場とし，音楽パレードと総踊り，
歩行者天国という構成である。しかし，歩行者天国の内容はマイナーチェンジを繰り返しながら今日にい
たっている（祭内容の詳しい履歴は本稿末尾に添付の資料を参照）。こうした内容の変化と踊りの参加者
数の動向に着目することで，谷山ふるさと祭の変遷を以下の五つの時期区分で捉えることができる。
第Ⅰ期　黎明期（第１回～第５回）
第Ⅱ期　発展期（第６回～第15回）
第Ⅲ期　転換期（第16回～第19回）
第Ⅳ期　停滞期（第20回～第27回）
第Ⅴ期　低迷期（第28回～現在）
第Ⅰ期は新しい行事を谷山で定着させていく始まりの時期である。おはら祭の地域祭ということで，祭
音楽パレードと総踊り（おはら節，ハンヤ節）を基本に，歩行者天国（各通り会等の催し）で地域色を出
すという構成であろうか。そのなかで郷土芸能まつりや「職域対抗綱引き大会」のような独自色を出そう
との試みもあったが，長続きはしなかった。とはいえ，祭は初回から成功を収め，以後回を重ねるごとに
踊りの参加者数も順調に伸び，成長の勢いが感じられる。なお，５回開催を迎えた記念として図画コン
1  南日本新聞1980.10.26および1981.10.25の記事より。ちなみに，谷山以外にも上町地区，伊敷，吉野などいくつかの地域で同様の
地域祭が開催されたが，他は一度きりで後が続かず，谷山地区だけがこの祭を現在まで継続している。
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クールが始まっている。
第Ⅱ期の発展期は，踊りの参加者数が右肩上がりに増加しピークに達する。第13回と第15回には歴代最
多の7,800人を記録する。そしてもう一つ，この時期を特徴づけるのが「校区対抗駅伝大会」である。祭
り会場全体をコースに用いて校区ごとに走者を選出し競い合うこの催しは好評を博し，途中第９回の開催
中止（昭和天皇の病状悪化に配慮しての開催自粛）をはさみながらも十年間続く。いわば大当たりの企画
であった。こうして音楽パレード・総踊り・駅伝大会の三本柱で“黄金時代”が築かれた。また，第14回
から祭の PR のため写真コンテストが始まる。
第Ⅲ期は，これまで順調に発展してきた祭が駅伝大会廃止により転換を余儀なくされた時期である。駅
伝廃止の主な理由は選手確保が困難になったことと交通事情の悪化とされたが，当時実務を担当していた
商工会青年部 OB によれば，総踊り終了後すぐに駅伝開始のために会場全体を空けなければならず，踊り
の参加者たちからは不評であったこと，また駅伝のために通りがすべて占拠されてしまうことへの各通り
会の不満も背景にあったという。結局，会場整理の問題と，踊り中心の祭に戻すことを望む声もあり，駅
伝大会は廃止となった。祭の発展を支える踊り連の増加が，ともに黄金時代を築いた駅伝大会の廃止の背
景をなしていたというのは皮肉なことである。だが，これは祭の発展の延長線上で生じた事態であり，祭
の拡大が臨界に達したことを物語っている。駅伝廃止後は歩行者天国の出し物を充実する方針の下，いく
つかの新企画を試みたり2，郷土芸能まつりを12年ぶりに復活させたりしたが，駅伝大会の穴を埋めるもの
とはならなかった。総じて谷山ふるさと祭というイベントじたいが後退の局面に入った感が否めない。実
際，第17回から総踊りの参加者数も急速に減少し始める。これと関連して祭の質的な変化を象徴すると思
われるのが，第16回から導入された「フリーマーケット」である。地域イベントは通常何らかのかたちで
参加者の集合的な一体感（共同性）を作り出そうとするものだが，フリーマーケットは参加者個々人の自
由度（個別性）を志向しているという点で正反対の性格をもつといえる。この時期から，主催者と参加者・
観客ともに祭りに対するまなざしに変化が生じている。
第Ⅳ期は，踊りの参加者数の急激な落ち込みは止まるものの，ゆるやかに下降線をたどる。この時期は
祭の定型化とでもよびうるものがみられ，第20回から，JR 谷山駅前の飲食広場，特設ステージ３か所（電
停前，中央，下松崎），ふれあい市，フリーマーケットを主要素とするパターンが出来上がり，以後中身
を入れ替えながら同様の形態が続くことになる。
第Ⅴ期は，踊りの参加者数がさらに減少し低迷期にあるといわざるをえない。とくに節目となる第30回
の踊り手は第１回を下回る2,700人だった――さらにその後も減少に歯止めがかからず，昨年の第34回に
はついに2,000人を切った。谷山ふるさと祭がおはら祭りの普及を目的に総踊りをメインに始まったこと
を考えれば，この時点をもってイベントとしての歴史的役目を終えたとみなすこともできるだろう。現在
は祭の存続も危ぶまれる段階にある。ただし，祭の活性化を図るべく平成19年（2007）の第28回から導入
された「浜下り・傘鉾行列」は，祭の存続問題をこえてきわめて重要である。この点については今後の展
望とも絡めて次節で詳しく述べることにする。
2  第16回から祭の企画・運営が若手の商工会青年部に任されることになり，「フリースロー大会」（小学生が対象）や「ミニ独立
国物産展」などのいくつか新企画が試みられた。ちなみに，フリースロー大会は，当時浜田クリニックの場所にあったタニヤマ
スポーツが道具一式を提供し始めた企画で，同店の移転を機に終了した（商工会青年部 OB 談）。
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表１　谷山ふるさと祭の開催履歴
前夜祭音楽パレード総踊り郷土芸能
歩行者天国（主なイベント）
図画コンクール写真コンテスト音楽パレード団体／参加者（単位
 千人）
踊り連数
 千人）
主催者発表観客動員数（単位
 万人）
特設ステ ジー 谷山駅前 P
職域対抗綱引大会（中央通り）校区対抗駅伝大会ふれあい市 各通り会主催）フリーマーケットフリースロー大会（南清見通り）浜下り・傘鉾行列鹿児島国際大学共同企画
谷山電停前谷山支所前中央通り下松崎通り駅前ステージの設置飲食広場・物産店歌・演奏・踊り・太鼓等
第１回 昭和55（1980）？ ● ● ● ● ● ● ？ ● 8/0.8 48/2.8 5
第２回 昭和56（1981）？ ● ● ● ？ ？ ？ ？ ● ？ ● ？ （9）/1.0 60/4.0 8
第３回 昭和57（1982）？ ● ● ● ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ 16/？ 78/4.0 10
第４回 昭和58（1983）？ ● ● ● ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ● ？ （14）/2.0 68/5.0 10
第５回 昭和59（1984）？ ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ● ？ ● （22）/2.5 70/6.0 8
第６回 昭和60（1985）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ？ ● 25/2.8 66/5.8 10
第７回 昭和61（1986）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ● ● 28/2.6 70/6.4 11
第８回 昭和62（1987）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ● ● 31/2.9 68/6.5 8
第９回 昭和63（1988）― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
第10回 平成元（1989）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ▲ ● 29/2.9 65/6.3 8
第11回 平成２（1990）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ▲ ● 27/？ 78/6.8 8
第12回 平成３（1991）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ▲ ● 30/3.6 75/7.5 8
第13回 平成４（1992）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ▲ ● 28/2.9 74/7.8 8
第14回 平成５（1993）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ● ● ● 28/ ？ 64/7.0 8
第15回 平成６（1994）● ● ● ― ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ● ▲ ● ● 30/2.8 72/7.8 8
第16回 平成７（1995）● ● ● ● ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？ ― ― ● ● ● ● 26/2.3 62/7.5 7
第17回 平成８（1996）● ● ● ● ？ ？ ？ ？ ？ ● ？ ― ― ● ● ● ● ● 28/2.2 58/6.3 8
第18回 平成９（1997）● ● ● ● ？ ？ ？ ？ ● ● ● ― ― ● ● ● ● ● 28/2.2 48/5.6 8
第19回 平成10（1998）● ● ● ● ？ ― ● ● ● ● ● ― ― ● ● ― ● ● 28/2.2 44/4.5 8
第20回 平成11（1999）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ？ ― ― ● ● ― ● ● 30/2.0 48/5.0 8
第21回 平成12（2000）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ？ ― ― ● ● ― ● ● 28/ ？ 46/4.6 7
第22回 平成13（2001）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ？ ― ― ● ● ― ● ● 21/1.0 42/4.0 6
第23回 平成14（2002）● ● ● ● ▲ ― ● ● ― ● ？ ― ― ● ● ― ● ● 31/2.1 46/4.2 7
第24回 平成15（2003）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● 29/2.1 40/3.9 7
第25回 平成16（2004）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● 29/2.1 40/3.9 8
第26回 平成17（2005）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● 29/2.1 41/3.5 8
第27回 平成18（2006）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● 29/2.1 42/3.5 8
第28回 平成19（2007）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● ● 27/2.1 41/3.5 8
第29回 平成20（2008）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● ● 26/2.0 41/3.2 8
第30回 平成21（2009）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● ● 11/0.7 34/2.7 7
第31回 平成22（2010）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● ● 5/0.3 31/2.7 7
第32回 平成23（2011）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ― ― ― ● ● ― ● ● ● ● 26/1.7 35/2.7 7.8
第33回 平成24（2012）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ― ― ― ● ● ― ● ● ● ● 19/1.1 35/2.3 7.8
第34回 平成25（2013）● ● ● ● ● ― ● ● ― ● ● ― ― ● ● ― ● ● ● ― 19/1.7 32/1.9 6.3
注）谷山ふるさと祭振興会の内部資料，南日本新聞および鹿児島新報の報道記事をもとに筆者作成。
●は実施，―は実施せず（または廃止），？は不明，▲は未確認だが例年の状況から実施が推測されるもの。
＼は企画・催し自体が存在せず。音楽パレードの参加団体の（　 ）は推定値。
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３　祭の現在と展望～結びにかえて～
いま谷山ふるさと祭はかつてないほど厳しい状況に置かれている。ここでは祭の現在を象徴することが
らとして三点ほど述べておく。
第一は，踊り参加者の減少に歯止めがかからないことである。その背景には，地域社会の変化（町内会
加入者の減少），少子高齢化，ライフスタイルの個別化・個人化等々，現代の祭りを取り巻く社会状況一
般が挙げられる。また，総踊りの担い手の多くは女性であるが，ある踊り連の代表者によれば，今は女性，
とくに主婦の参加が本当に難しくなってきているとのことであった。その理由として，共稼ぎ世帯が大半
を占めるようになっていること（子供の養育費等で家計が苦しく，女性も仕事に出るため地域の行事に参
加しにくい）と，核家族化の影響（二世代同居なら多少家事を親に任せて祭に参加しやすいが，今は別居
が主流なのでそれが困難）があるという。仕事・家事をさしおいてまで踊り（練習も含む）に参加しにく
いという主婦層の事情もある。このように，さまざまな要因が重なって参加者の減少傾向が常態化してい
る。
第二に，上記と連動するかたちでイベント内部からの変化がある。具体的には平成23年（2011）の第32
回から始まった電停前通り会の動きである。電停前エリア（谷山電停～清見橋手前）は開始式や音楽パ
レードの出発で賑わうものの，清見橋で物理的に分断されているため総踊りの時間帯になると客足が滞
り，以前から不満の声が上がっていた。そこで，電停前通り会は自ら総踊りのコースから離脱し，独自の
催しを企画・実行することにした。これは祭の枠組みじたいを変更する出来事であり，イベントとしての
統一感に不安な影を落としている。
第三に，平成19年（2007）の第27回から導入された「浜下り・傘鉾行列」である。これは，谷山の歴史
的・文化的遺産――ほぜ祭りの伝統――を取り入れることで祭の活性化を図ろうという目論見であり3，そ
の点では一定の成功を収めている。実際，筆者が祭に参加した実感からいえば，現在では浜下りのほうが
祭のメインイベントの地位を獲得しつつある。だが，裏を返せば，谷山ふるさと祭がそもそも谷山固有の
場所性から乖離したイベントであり，その限界が見えてきたことを物語っている。
以上を踏まえて，最後に谷山ふるさと祭の今後について若干の展望を述べておく。さしあたり二つの方
向性が考えられるのではないだろうか。一つは，あくまで総踊りを軸に据えて再起を図る道である。この
場合は引き続き踊りの参加者をどう増やしていくかが課題となる。当面は，まだ踊りに十分参加してはい
ないと思われる層（10～20代の若者層や，町内会に加入していない住民世帯，または地元企業以外に勤め
る住民世帯）をいかに祭の担い手へと取り込んでいくかが焦点となるだろう。もっとも，現在の踊り手数
の低迷は，そうした層が増えてきたことの結果であるという根本に立ち返れば，これはかなり険しい道で
もある。あるいは，踊りというものの解釈をより柔軟にして，おはら節にのみとらわれず，谷山から踊り
の文化を発信していくようなイベントとして再出発するという発想もあってよいのではないだろうか。
もう一つは，現在限定的な形でおこなわれている「浜下り・傘鉾行列」を本来の神事として主軸に据え，
谷山の場所の伝統文化である「ほぜ祭り」を現代的に再興する道である。この場合は，伊佐智佐神社の例
祭と連動した祭りとなるため，イベントじたいの根本的な見直しと予算を含めた大幅な改変が不可欠とな
る。現行の浜下り・傘鉾行列はあくまで昔の姿の形態的な再現だが，神社の正式な神事として執り行うこ
とになれば宗教行事と位置づけられる。公共の行事とは性格が異なり，市からの助成を受けられなくなる
可能性も高い。予算の約三割を市に依存している現状ではかなり厳しいところではある。他にも，たとえ
ば昔の傘鉾行列のルートを復活させようとするならば，交通規制の範囲や時間帯もすべて一から見直す必
3  浜下り導入の経緯については，武田編（2012：補遺①）を参照。
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要が生じ，運営面でもクリアすべき問題が多々生じることだろう。だが，これは本来の谷山の場所文化を
取り戻し活性化していく道であり，住民の働きかけ次第では不可能ではない。身近なところで，鹿児島市
には同様の傘鉾行列をおこなう「おぎおんさあ」（八坂神社祇園奉賛会主催）があり，一つの参考事例と
なるだろう。
ここに示した二つの方向性は，谷山ふるさと祭を引き続き公共的イベントであるおはら祭（の地域祭）
の延長線上で考えていくのか，それともそこから離脱し谷山の伝統的な祭への転換＝回帰を新たなかたち
で構想するのかの違いと言い換えてもよい。いずれにせよ，谷山ふるさと祭は現在大きな岐路に立たされ
ている。谷山の本質的に新しい始まりを告げるような大胆な試みが待たれるところである。
謝辞
本稿を作成するにあたり，本村米穀店の本村芳彦さん，谷山ふるさと祭振興会事務局（かごしま市商工
会谷山本所内），商工会青年部 OB の福徳裕輝さんと川崎久登さんにお世話になりました。記して感謝の
意としたいと思います。ありがとうございました。
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児島経済大学社会学部発行，pp.133–168.
付録資料について
谷山ふるさと祭振興会の内部資料を基本に，南日本新聞および鹿児島新報の記事あるいは祭のポスター
から情報を補足して作成した（〔　〕は鹿児島新報の報じた数字）。ただし，第１回～第５回，第12回，第
15回～第17回，第21回については内部資料が入手できなかったため主に新聞記事に拠った。第６回につい
ては山下欣一調査班による報告書（山下編 1985）に，第32回については拙編著（武田 2012）に拠った。
なお，人数や学校数などが不詳の箇所は空欄にしてある。
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付録資料　谷山ふるさと祭の開催履歴：第１回～第34回（1980–2013）
開催年 開催日 内　容
第１回
昭和55年
（1980）
前夜祭
10/25（土）
（不　詳）
本　祭
10/26（日）
11：00　交通規制開始
開始式（谷山農協清見支所前を会場に，谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長が挨拶）
11：30　音楽パレード（県警，市消防局，谷山地区５小学校の鼓笛隊・吹奏楽隊・三味線隊など，８隊880人）
12：30　総踊り（48連2,800人〔37連3,672人〕，南日本新聞の祭前日・当日の告知記事では43連2,000人余とも）
おはら節・ハンヤ節に合わせて踊りながら町を歩く（ハッピや着物姿以外に仮装して参加も）。参
加者は２組に分けられ，谷山電停と松崎の両方からスタート。鹿児島経済大学（現・鹿児島国際
大学）の学生20人も参加（焼酎の入った竹筒を腰に提げ，飲みながら踊った）。
14：30　歩行者天国（イベント）
仮設ステージ３か所で催し物
谷山電停前…鹿経大生のロックバンド演奏
谷山駅前…大杉久美子ショー（アニメ主題歌で有名），郷土芸能（笠松の棒踊り，山田の鐘踊り）
谷山支所前…カラオケ大会
他に，ぬいぐるみショー（身長2.5メートルのキングコングがホコ天を練り歩く），ぬり絵大会，柿
の木田七村長寿会のおばあちゃんたち７人による仮装・輪踊りなども。沿道に酒樽を設置。
16：00　終了・交通規制解除
観客動員数：５万人（主催者発表）
第２回
昭和56年
（1981）
前夜祭
10/24（土）
（不　詳）
本　祭
10/25（日）
11：00　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶）
11：30　音楽パレード（県警，国分陸上自衛隊の吹奏楽隊，７小学校の鼓笛隊，９隊？1,000人）
＊ 特別参加の東郷海洋少年団員12人が「祝 谷山ふるさと祭」の横断幕をもって先頭を行進
12：30　総踊り（60連〔61連〕4,000人〔祭前日や当日朝の告知記事では約3,500人や6,000人とも〕）
会場内８か所に焼酎無料コーナー設置（飲んで踊る）
14：30　歩行者天国（イベント）
谷山駅前特設ステージで芦川よしみの歌謡ショーのほか，通り会ごとの催し物。ジャンケン大会
（豪華景品あり），コーラ早飲み大会，ニワトリのつかみどり大会（上松崎通り会），郷土芸能（宮
之城町の轟太鼓）など
16：00　終了・交通規制解除
観客動員数：８万人（主催者発表）〔７万人〕
第３回
昭和57年
（1982）
前夜祭
10/23（土）
（不　詳）
本　祭
10/24（日）
11：00　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶）
11：30　音楽パレード（７小学校，３中学校，自衛隊，市消防音楽隊など，16隊　　　人）
12：30　総踊り（78連〔67連〕4,000人）
＊谷山電停から下松崎通りと春日通りに踊りゾーン設ける。焼酎無料コーナー設置
14：30　歩行者天国（イベント）
通り会ごとの催し物。剣舞，ロックショー，ジャンケン大会（谷山電停前では参加者全員に無料
で卵を配布），チャリティーバザー（谷山近郊でとれた野菜の大安売り），郷土芸能（山田町一丁
田の虚無僧棒踊り）
16：00　終了・交通規制解除
観客動員数：10万人（主催者発表）
第４回
昭和58年
（1983）
前夜祭
10/22（土）
（不　詳）
本　祭
10/23（日）
11：00　交通規制開始
11：20　開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶）
11：30　音楽パレード（市消防局音楽隊，小・中・高12校のブラスバンドや鼓笛隊，こまつばら幼稚園と
しらゆき保育園から園児約50人も参加，14隊？2,000人）
12：30　総踊り（68連5,000人）＊焼酎無料コーナー設置
14：30　歩行者天国（イベント）
通り会ごとの催し物など。ウズラ二百羽のつかみどり，産地直送の生花即売会，職域対抗の綱引
き大会，祭りにちなんだ切手展・切手即売会（鹿児島南郵便局），鹿経大生のロック演奏，ゲスト
歌手のミニコンサート，鉢植えのバザー，露店（綿あめ，金魚すくい，お好み焼きなど），郷土芸
能（34年ぶりに復活した玉利「鎌手踊り」を保存会員20人が披露）。＊今回を最後に郷土芸能はし
ばらく行われず（第16回に復活）
16：00　終了・交通規制解除
観客動員数：10万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第５回
昭和59年
（1984）
前夜祭
10/27（土）
（不　詳）
本　祭
10/28（日）
11：00　交通規制開始
11：20　開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶）
11：30　音楽パレード（県警，市消防局音楽隊，保・小・中・高から20校など，22隊？〔2,500人〕）
12：30　総踊り（70連〔68連〕6,000人）
14：30　歩行者天国（イベント）
ステージでアニメ歌手・野口きよみのミニコンサート，科学戦隊ダイナマン，「うる星やつら」ラ
ムちゃんショーのほか，職域対抗綱引き大会（中央通り）など各通り会の催し。鹿児島南郵便局
の切手即売会，露店（ひよこ釣り，綿あめ）など
＊ 祭振興会が踊り参加者・通行人にコアラ風船5,000個配布（平川動物園にコアラが来たことにち
なんで）。総踊りでもコアラのぬいぐるみ登場。
16：00　終了・交通規制解除
第１回図画コンクール（参加校　校，応募総数　点）＊祭の第５回開催を記念して新設（小・中学生対象）
観客動員数：８万人（主催者発表）〔10万人〕
第６回
昭和60年
（1985）
前夜祭
10/26（土）
時間 18：30～／会場 谷山市民会館ホール
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，航空自衛隊西部航空音楽隊演奏（第１部・第２部），ジャズダンス，
お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/27（日）
11：00　交通規制開始
11：20　開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：25 音楽パレード（県警音楽隊，自衛隊西部航空音楽隊，市消防局音楽隊，小・中・高など，25隊2,800
人）
12：30　総踊り（66連5,800人〔6,800人〕）＊ジャズダンス教室からも参加
14：20　第１回校区対抗駅伝大会（11校区参加，選手・監督約100人）＊新規イベント
各校区から世代ごと（小・中男女，高～20未満男子，20代男子，30代男子，40代男子，高含む一
般女子）に選出した男女混成９人の走者と監督１名・コーチ１名の計11名で１チームを構成し，
踊りゾーン５往復（約18キロ）のコースで競争する。
結果：優勝福平校区，準優勝錦江台校区，３位中山校区
沿道に振る舞い酒コーナー設置，ほかに記念切手販売コーナー（鹿児島南郵便局），露店（綿あめ，
焼き鳥）など
16：00　終了・交通規制解除
第２回図画コンクール（参加校小学校11・中学校１計12校，応募総数1,375点）
観客動員数：10万人（主催者発表）
第７回
昭和61年
（1986）
前夜祭
10/25（土）
時間 18：30～20：30／会場 谷山市民会館ホール
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，陸上自衛隊国分音楽隊演奏，日本舞踊，チャリティーオークション，
お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/26（日）
11：00　交通規制開始
11：20　開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：30　音楽パレード（28隊2,678人）
12：30　総踊り（70連6,400人）＊新興団地の星ヶ峰と桜ケ丘が初参加
14：30　歩行者天国（イベント）
第２回校区対抗駅伝大会（14校区参加，選手・監督143人）＊小雨のなかスタート
結果：優勝福平校区，準優勝錦江台校区，３位中山校区，躍進賞東谷山校区
谷山商工会主催「チャリティーバザーふれあい市」（谷山電停前など会場内３か所で産直農産物販
売）
16：00　終了・交通規制解除
第３回図画コンクール（参加校小学校11・中学校３計14校，応募総数1,868点）
観客動員数：11万人（主催者発表）
第８回
昭和62年
（1987）
前夜祭
10/24（土）
時間 18：30～20：30／会場 谷山市民会館ホール
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，陸上自衛隊国分音楽隊演奏，日本舞踊（清乃本流桜会社中），チャリ
ティーオークション，お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/25（日）
11：00　交通規制開始
11：20　開始式（谷山ふるさと祭振興会緒方勉会長挨拶，鹿児島市長祝辞）＊雨天のなか開始
11：30　音楽パレード（31隊2,949人）
12：30　総踊り（68連6,500人）
14：30　歩行者天国（イベント）
第３回校区対抗駅伝大会（14校区参加，選手・監督154人）
結果：優勝福平校区，準優勝中山校区，３位和田校区，躍進賞星峯西校区
鹿児島谷山ライオンズクラブのチャリティーバザー，各通り会のバザール（野菜・果物即売），振
る舞い酒コーナー
16：00　終了・交通規制解除
第４回図画コンクール（参加校小学校11・中学校３計14校，応募総数2,388点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第９回
昭和63年
（1988）
開催中止
開催予定日
前夜祭
10/22（土）
本　祭
10/23（日）
＊昭和天皇の病状悪化に配慮して開催中止
10/ ６の正副会長会議で，地元からの寄付および参加の自粛により祭の開催・運営が困難になるとの理由か
ら中止を決定
第10回
平成元年
（1989）
前夜祭
10/21（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール（＊今回から前夜祭の会場は谷山サザンホールに）
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山校区婦人会），陸上自衛隊第８師団音楽隊演奏，日
本舞踊，チャリティーオークション，お楽しみ抽選会
入場者：850人
本　祭
10/22（日）
10：30　交通規制開始（＊今回から開始時間早まる）
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会・緒方勉会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（29隊2,992人）
12：00　総踊り（65連6,320人）
＊ 沿道に８通り会の有志が待機し焼酎や麦茶などを振る舞う。また，色とりどりの派手なチャイ
ナ服の団体や，この年話題の「礼宮さま＆紀子さんカップル」の扮装をした参加者も登場し注
目を浴びる。
14：00　歩行者天国（イベント）
第５回校区対抗駅伝大会（13校区参加，選手・監督143人）
結果：優勝谷山校区，準優勝桜ケ丘東校区，３位福平校区
清和太鼓演奏（JR 谷山駅前広場？）
16：00　終了・交通規制解除
第６回図画コンクール（参加校小学校13・中学校２計15校，応募総数3,251点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第11回
平成２年
（1990）
前夜祭
10/27（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容：（詳細不明）
入場者：　　　人
本　祭
10/28（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会緒方勉会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（〔27隊〕　　人）
12：00　総踊り（78連6,800人〔71連6,500人〕）
＊ 老人ホーム清谿園が高さ４メートルの西郷隆盛像を引いて注目を浴びる。シャンシャン馬も登
場。ほかに谷山農協が「コメの自由化反対」ののぼりを掲げながら握り飯のみこしを担いだり，
金融機関が貯蓄商品のプラカードで宣伝したりと趣向を凝らした団体がみられた。
14：00　歩行者天国（イベント）
第６回校区対抗駅伝大会（　校区参加，選手・監督　人）
　結果：優勝宮川校区，準優勝福平校区，３位中山校区
16：00　終了・交通規制解除
第７回図画コンクール（参加校小学校　・中学校　計　校，応募総数　　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）〔９万人〕
第12回
平成３年
（1991）
前夜祭
10/26（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容：（詳細不明）
入場者：　　　人
本　祭
10/27（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（〔30隊〕3,600人）
12：00　総踊り（75連7,500人）
＊鹿児島情報高校，鹿児島ハイテク専門学校，和田小学校が踊り初参加
14：00　歩行者天国（イベント）
第７回校区対抗駅伝大会（14校区参加，選手・監督約130人）＊皇徳寺校区が新規参加
結果：優勝福平校区，準優勝宮川校区，３位清和校区
町内会による野菜即売会，青空市，露店（焼きイカ，金魚すくいなど）
16：00　終了・交通規制解除
第８回図画コンクール（参加校　　　校，応募総数　　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第13回
平成４年
（1992）
前夜祭
10/24（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山校区婦人会），クイズ大会，歌謡ショー（藤 涼子），
桜島町火の島太鼓，日本舞踊（桜会），ふれあいオークション，お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,000人
本　祭
10/25（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（28隊2,942人）
＊鹿児島情報高校メカトロ部のソーラーカー「西郷どん」も参列
12：00　総踊り（74連7,808人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第８回校区対抗駅伝大会（15校区参加，選手・監督165人）
結果：優勝谷山校区，準優勝福平校区，３位宮川校区
農産物の即売会，青空市
16：00　終了・交通規制解除
第９回図画コンクール（参加小学校15校，応募総数4,320点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第14回
平成５年
（1993）
前夜祭
10/23（日）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容： 谷山ふるさと祭振興会長挨拶，太鼓演奏（神村学園），歌謡ショー（苑トモ子），職域対抗クイズ大会，
日本舞踊，チャリティーオークション，お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/24（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：55　音楽パレード（28隊　　　人）
12：20　総踊り（64連7,000人）
14：20　歩行者天国（イベント）
第９回校区対抗駅伝大会（　　校区参加，選手・監督　　人）
ふれあい市… 下松崎通り会（竹之内商店横９：00～，しんこだんご・トウモロコシ・焼き鳥・う
どん・もち），中央通り会（谷山農協前11：00～，果物・野菜），平和通り会（㈱楠
畑組横11：00～，果物・野菜）
16：00　終了・交通規制解除
第10回図画コンクール（参加小学校　　校，応募総数　　点）
第１回写真コンテスト（応募者　　人，作品総数　　点）＊祭 PR の一環として新設（１人５点以内で応募）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第15回
平成６年
（1994）
前夜祭
10/22（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容：（詳細不明）
入場者：　　　人
本　祭
10/23（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（〔30隊2,800人〕）
12：00　総踊り（72連7,800人〔66連5,500人〕）
14：00　歩行者天国（イベント）
第10回校区対抗駅伝大会（　　校区参加，選手・監督　　人）＊今回で駅伝大会は終了
16：00　終了・交通規制解除
第11回図画コンクール（参加校　　校，応募総数　　点）
第２回写真コンテスト（応募者　　人，作品総数　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第16回
平成７年
（1995）
前夜祭
10/21（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容：（詳細不明）
入場者　　　人
本　祭
10/22（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（〔26隊2,300人〕）
12：00　総踊り（62連7,500人〔62連7,100人〕）
＊県木材商業協同組合の研修生でマレーシア出身の８人も参加
14：00　歩行者天国（イベント）
フリーマーケット（新企画，市来医院駐車場），郷土芸能まつりが12年ぶりに復活（錫山の「錫山
石当節」，山田の「鉦踊り」，谷山芸能保存会「そば切り踊り」など５つを紹介）
＊校区対抗駅伝大会は廃止（選手確保の困難と交通事情の悪化が主な理由）
16：00　終了・交通規制解除
第12回図画コンクール（参加校　　校，応募総数　　点）
第３回写真コンテスト（応募者　　人，作品総数　　点）
観客動員数：７万人（主催者発表）〔８万人〕
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開催年 開催日 内　容
第17回
平成８年
（1996）
前夜祭
10/26（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容：（詳細不明）
入場者：　　　人
本　祭
10/27（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（〔28隊2,200人〕）
12：00　総踊り（58連6,300人〔6,400人〕）
14：00　歩行者天国（イベント）
フリーマーケット（市来医院駐車場），郷土芸能まつり（慈眼寺「いなずま太鼓」，谷山芸能保存
会「そば切り踊り」，下福元町錫山の「錫山石当節」など４つを紹介），ミニ独立国物産展（薩摩
郡薩摩町「ひっとべ薩摩藩」，「谷山慈眼寺ガラッパ王国」など６つ），ちびっこ歌合戦（新企画，
谷山支所管内の児童ら11組が参加），フリースロー大会（新企画，南清見通り），鹿経大生のバン
ド演奏
16：00　終了・交通規制解除
第13回図画コンクール（参加校　　校，応募総数　　点）
第４回写真コンテスト（応募者　　人，作品総数　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第18回
平成９年
（1997）
前夜祭
10/25（土）
時間 18：30～21：30／会場 谷山サザンホール
内容： 第１部「鹿児島市合併30周年記念式典」，第２部場内総踊り（谷山校区・西谷山校区婦人会），日本
舞踊，エアロビクス，渚ゆう子オンステージ，お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/26（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
11：00　音楽パレード（28隊2,210人）
12：00　総踊り（48連5,680人）
14：00　歩行者天国（イベント）
JR 谷山駅前駐車場… キャラクターショー，歌謡ショー，ミニ独立国物産展（「慈眼寺ガラッパ王
国」，曽於郡志布志名産のチリメンジャコ，薩摩郡薩摩町「ひっとべ薩摩藩」
の手作りそば）
郷土芸能まつり… そば切り踊り・聖太鼓（平和通り），稲妻太鼓・モダンバレエ（中央通り），清
和太鼓（上松崎通り）
電停前広場…ミニ四駆大会・でんしゃば市・チャリティーオークション（電停前通り）
慈眼寺広場（商工会前）…カラオケ，大正琴，舞踊
フリーマーケット（市来医院駐車場），フリースロー大会（南清見通り），ゲームランド（下松崎・
中央通り）
16：00　終了・交通規制解除
第14回図画コンクール（参加小学校11校，応募総数2,130点）
第５回写真コンテスト（応募者12人，作品総数21点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第19回
平成10年
（1998）
前夜祭
10/24（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（市役所おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山校区・西谷
山校区婦人会），谷山少年少女合唱団，歌謡ショー（鹿島功児・はるの愛），日本舞踊，お楽しみ抽
選会
入場者：延べ1,000人
本　祭
10/25（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（28隊2,250人）＊フィリピン・ダバオ市ロータリークラブからの親善訪問団５名が
参列
12：20　総踊り（44連4,510人）
14：00　歩行者天国（イベント）
駅前ステージ… 慈眼寺いなずま太鼓，そば切り踊り（谷山芸能保存会），そば早食い大会，大門三
郎歌謡ショー
中央ステージ… チャリティービンゴ大会，聖太鼓，日本舞踊，琉球おどり，カラオケ，クラシッ
クバレー
松崎ステージ… 清和太鼓，山田の鉦踊り，野頭の銭太鼓踊り，パントマイム，バルーンショー
JR 谷山駅前広場で県下ミニ独立国物産展（「奄美サンサン王国」，「菱刈ガラッパ王国」，「ひっと
べ薩摩藩」，「志布志ビロウ王国」，「きんぽう神国」，「慈眼寺ガラッパ王国」，山川町特産品），フリー
マーケット（市来医院駐車場），大抽選会
16：00　終了・交通規制解除
第15回図画コンクール（参加校　　校，応募総数　　点）
第６回写真コンテスト（応募者　　人，作品総数　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第20回
平成11年
（1999）
前夜祭
10/23（土）
時間 18：00～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，表彰式（第20回開催を記念して祭の運営に積
極的に協力してきた功労者へ感謝状贈呈），場内総踊り，歌謡ショー（樹山華世，ザ・アキラ，花田
さくや），日本舞踊，お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/24（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（30隊2,000人）
12：20　総踊り（48連5,000人）＊姶良郡隼人町の鈴懸馬踊り保存会や川内がらっぱ踊り連が友情出演
14：00　歩行者天国（イベント）
谷山電停前，中央通り，下松崎通りの３か所でステージイベント（隼人シャンシャ馬パレード，
マジックショーとバルーンショー，郷土芸能，日本舞踊，カラオケ，生バンド演奏，野菜青空市場），
JR 谷山駅前飲食広場（11：00～），フリーマーケット（市来医院駐車場11：00～），露店，大抽選
会
16：00　終了・交通規制解除
第16回図画コンクール（参加小学校　校，応募総数　　点）
第７回写真コンテスト（応募者　人，作品総数　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第21回
平成12年
（2000）
前夜祭
10/21（土）
時間 18：30～／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（情報高校音楽部），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り，川原リエショー，ヒ
マナ ･ スターズ歌謡漫談，西條あや子ショー，日本舞踊（桜会，華峰流，橘流），お楽しみ抽選会
入場者：　　　人
本　祭
10/22（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（28隊　　　人）
12：20　総踊り（46連4,600人）
14：00　歩行者天国（イベント）＊各ステージショーと沿道の出店
でんしゃばステージ… フォークライブ，お楽しみバザー，野菜果物青空市場（電停前通り会主催）
中央ステージ… 聖太鼓，日本舞踊，エアロビクス，カラオケ（中央・平和・慈眼寺通り会主催）
松崎ステージ… そば切り踊り，マジックショー，ストリートダンス，アフリカ民族ジャンベ太鼓，
野菜果物青空市場（上松崎・下松崎通り会主催）
JR 谷山駅前飲食広場では黒豚のジャンボ串，両棒もち，野菜果物青空市場，しんこダンゴ，つけ
あげ，たこ焼き，地ビール，海産物など販売，慈眼寺ガラッパ王国のミニ独立国物産展？（南清見・
春日・駅前通り会主催），フリーマーケット（市来医院駐車場），ふれあい市（電停前通り会，南
清見通り会，谷山駅前通り会，上松崎通り会，慈眼寺通り会），大抽選会
16：00　終了・交通規制解除
第17回図画コンクール（参加小学校　校，応募総数　　点）
第８回写真コンテスト（応募者　人，作品総数　点）
観客動員数：７万人（主催者発表）
第22回
平成13年
（2001）
前夜祭
10/27（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（谷山小学校吹奏楽部），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山女性団体連
絡会，谷山校区婦人会），歌謡ショー（西嶋三千代），コント・ものまね・浪曲漫談（タイヘイ凡二），
津軽三味線（宇藤正樹），日本舞踊，お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,000人
本　祭
10/28（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
＊降雨のため開始を１時間ほど繰下げ。音楽パレードおよび総踊りは雨のなか決行
11：50？　音楽パレード（21隊1,021人）
13：20？　総踊り（42連4,050人）
15：00？　歩行者天国（イベント）
でんしゃばステージ（JA 清見支店前）… バンド演奏（マジェンタピンク，VAZZY 等），ふれあ
い広場
中央ステージ（鹿児島信金谷山支店前）… 聖太鼓，少林寺拳法，バレー，日本舞踊，歌謡ショー，
ふれあい広場
下松崎ステージ…そば切り踊り，ヘアー＆ファッションショー，ふれあい市場
JR 谷山駅前飲食広場（11：00～），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店11：00～），
大抽選会
16：00　終了・交通規制解除
第18回図画コンクール（参加小学校14校，応募総数870点）
第９回写真コンテスト（応募者15人，作品総数40点）
観客動員数：６万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第23回
平成14年
（2002）
前夜祭
10/26（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（東谷山中学校吹奏楽部），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山校区婦人
会），歌謡ショー（樹山かよ＆ MIYABI），コミックマジック（坂東ひでお），日本舞踊（橘流，藤間
流華峰会，桜会，寿扇流），お楽しみ抽選会
入場者：約1,100人
本　祭
10/27（日）
10：30　交通規制開始
開始式（谷山ふるさと祭振興会脇田幸一会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（31隊2,142人）
12：20　総踊り（46連4,200人）
14：00　歩行者天国（イベント）
中央ステージ…少林寺拳法，野頭銭太鼓，そば切り踊り，日本舞踊
下松崎ステージ…聖太鼓，リトルチェリーズ（小学生ジャズバンド）
JR 谷山駅前飲食広場，ふれあい市場（南清見，駅前，上松崎，慈眼寺の４通り会），フリーマーケッ
ト（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場），大抽選会
16：00　終了・交通規制解除
第19回図画コンクール（参加小学校15校，応募総数949点）
第10回写真コンテスト（応募者22人，作品総数　　点）
観客動員数：７万人（主催者発表）〔約４万人〕
第24回
平成15年
（2003）
前夜祭
10/25（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（鹿児島市女性職員「おごじょ太鼓～千史会」），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，感謝
状贈呈，場内総踊り（谷山地区女性会），日本舞踊（橘流，藤間流華峰会，桜会，寿扇流），歌謡ショー
（細川 清，万江みどり），声帯模写（鹿島功児），マジックショー（Dr. ZUMA），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,100人
本　祭
10/26（日）
10：30　交通規制開始
10：45　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（29隊2,100人）
12：20　総踊り（40連3,900人）＊川内商工会議所９名の「川内がらっぱ踊り」が友情出演
14：00　歩行者天国（イベント）
電停前ステージ… 歌謡ショー，マジックショー，津軽三味線，クラシックバレー，バンド演奏（＊
新設ステージ）
中央ステージ…少林寺拳法，野頭銭太鼓，そば切り踊り，歌ってトークショー
下松崎ステージ…薩州聖太鼓，歌って踊って，バナナの叩売り，フラダンス
JR 谷山駅前飲食広場（10：30～／大滝稲妻太鼓演奏も），ふれあい市場（笹貫，平和，中央，春日，
下松崎の５通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場10：30～），大抽
選会
16：00　終了・交通規制解除
第20回図画コンクール（参加小学校14校，応募総数1,566点）
第11回写真コンテスト（応募者22人，作品総数　　点）
観客動員数：７万５千人（主催者発表）
第25回
平成16年
（2004）
前夜祭
10/23（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（カトレア会「創作舞踊」），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山地区女
性会），日本舞踊（橘流，寿扇流，藤間流，桜流），歌謡ショー（柳 ジュン），演芸ショー（ザ・三
味線，菅原 聡），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,100人
本　祭
10/24（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（29隊2,100人）
12：20　総踊り（40連3,900人）＊アテネ五輪男子体操団体の金メダリスト，米田 功選手と水鳥寿思選手が
参加
14：00　歩行者天国（イベント）
電停前ステージ… 薩州聖太鼓，歌謡ショー，フォークソング，クラシックバレー，バンド演奏
中央ステージ…少林寺拳法，おごじょ太鼓，歌ってトークショー
下松崎ステージ… うるまエイサー太鼓，歌って踊って，バナナの叩売り，フラダンス，チアーダ
ンス（武岡台高校）
JR 谷山駅前広場（大滝稲妻太鼓演奏，飲食広場），ふれあい市場（駅前，中央，下松崎，慈眼寺
の４通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場），大抽選会
16：00　終了・交通規制解除
第21回図画コンクール（参加小学校13校，応募総数1,251点）
第12回写真コンテスト（応募者13人，作品総数　　点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第26回
平成17年
（2005）
前夜祭
10/22（土）
時間 18：30～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，場内総踊り（谷山地区女性会），日
本舞踊（英流，南旺流，橘流，寿扇流，藤間流，桜流），歌謡ショー（福井 静），ものまねショー（北
口 幹二彦），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/23（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（29隊2,150人）
12：20　総踊り（41連3,500人）
14：00　歩行者天国（イベント）
電停前ステージ… うるまエイサー太鼓，マジックショー，歌って踊って，バナナの叩売り
中央ステージ…少林寺拳法，そば切り踊り，薩州聖太鼓，オールディーズショー
下松崎ステージ… WAOH 太鼓，ケアダンス，子どもフラダンス，ストリートダンス（鹿女短大），
フォークソング
JR 谷山駅前飲食広場（10：30～／大滝稲妻太鼓演奏も），ふれあい市場（駅前，笹貫，春日，慈
眼寺，上松崎の５通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場），大抽選
会
16：00　終了・交通規制解除
第22回図画コンクール（参加小学校14校，応募総数1,551点）
第13回写真コンテスト（応募者15人，作品総数54点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第27回
平成18年
（2006）
前夜祭
10/21（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，TOKYO おはら（おはら祭振興会「ヤ
ング踊り連」），「谷山音頭」合唱（谷山商工会女性部），場内総踊り（谷山地区女性団体連絡会），日
本舞踊（英流，南旺流，橘流，寿扇流，藤間流，桜流），掛け合いトークショー（ほいで吉俣・はた
真弥），歌謡ショー（倖多ひろみ），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/22（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（29隊2,150人）
12：20　総踊り（42連3,500人）
14：00　歩行者天国（イベント）
電停前ステージ…太鼓演奏，クラシックバレー，ジャズダンス，日本舞踊，歌
中央ステージ… 少林寺拳法，そば切り踊り，子どもダンス，フラダンス，フォークソング
下松崎ステージ…薩州聖太鼓，フラダンス，ジャズダンス，ひょっとこ踊り
JR 谷山駅前広場（大滝稲妻太鼓演奏，飲食広場），ふれあい市場（中央，笹貫，下松崎，慈眼寺
の４通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場），大抽選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第23回図画コンクール（参加小学校13校，応募総数1,836点）
第14回写真コンテスト（応募者16人，作品総数55点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第28回
平成19年
（2007）
前夜祭
10/27（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（谷山商工会女性部），
場内総踊り（谷山地区女性団体連絡会），日本舞踊（英流，南旺流，橘流，寿扇流，智賀流，藤間流，
桜流），トークショー（吉俣トヨシゲ），歌謡ショー（丘 みどり），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/28（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（27隊2,100人）
12：20　総踊り（41連3,500人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第１回浜下り・傘鉾行列（12団体約140人）＊新規イベント（谷山の伝統行事の再現）
電停前ステージ…ジャズダンス，フォークソング，サルサダンス，ひょっとこ踊り
中央ステージ…そば切り踊り，子どもダンス，薩州聖太鼓
下松崎ステージ…フラダンス，WAOH 太鼓，空手演舞
JR 谷山駅前広場（大滝稲妻太鼓演奏，よさこい踊り，飲食店18），ふれあい市場（電停前，平和，
中央，慈眼寺，下松崎の５通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　
計58店），大抽選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第24回図画コンクール（参加小学校12校，応募総数1,837点）
第15回写真コンテスト（応募者14人，作品総数47点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第29回
平成20年
（2008）
前夜祭
10/25（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（谷山商工会女性部），
日本舞踊（英流，南旺流，橘流，寿扇流，智賀流，藤間流，桜流），歌謡ショー（永 志保），歌謡・トー
クショー（ジミー入枝＆ザ・キングタウンズ），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/26（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（26隊2,000人）
12：20　総踊り（41連3,200人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第２回浜下り・傘鉾行列（17団体約190人）＊塩屋傘鉾会波（のち傘鉾会波）初参加
電停前ステージ…ジャズダンス，フォークソング，太鼓演奏
中央ステージ…そば切り踊り，子どもダンス，薩州聖太鼓
下松崎ステージ…フラダンス，子どもダンス，空手演舞
JR 谷山駅前広場（大滝稲妻太鼓演奏，飲食店18），ふれあい市場（笹貫，南清見，駅前，上松崎，
東谷山の５通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　計58店），大抽選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第25回図画コンクール（参加小学校12校，応募総数1,692点）
第16回写真コンテスト（応募者16人，作品総数53点）
観客動員数：８万人（主催者発表）
第30回
平成21年
（2009）
前夜祭
10/24（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（おごじょ太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，創作ダンス（鹿児島南高等学校ダン
ス部），「谷山音頭」合唱（谷山商工会女性部），日本舞踊（英流，南旺流，橘流，寿扇流，智賀流，
藤間流，桜流），津軽三味線演奏（石井秀岱），歌＆ダンスパフォーマンスショー（樹山かよ＆
MIYABI 少女舞踊団），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/25（日）
10：30　交通規制開始
10：40　オープニング（おごじょ太鼓），開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（11隊700人）
12：20　総踊り（34連2,700人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第３回浜下り・傘鉾行列（17団体約200人）＊今回から猿田彦登場
電停前ステージ…ジャズダンス，子どもダンス，ひょっとこ踊り，子ども踊り
中央ステージ…そば切り踊り，子どもダンス，子ども踊り，税金クイズ等
下松崎ステージ…フラダンス，子どもダンス，空手演舞
JR 谷山駅前広場（大滝稲妻太鼓演奏，飲食店20），ふれあい市場（笹貫，電停前，平和，下松崎，
慈眼寺の５通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　計48店），大抽
選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第26回図画コンクール（参加校11校，応募総数1,698点）
第17回写真コンテスト（応募者12人，作品総数40点）
観客動員数：７万人（主催者発表）
第31回
平成22年
（2010）
前夜祭
10/23（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（薩州聖太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（谷山商工会女性部），
日本舞踊（橘流，智賀流，南旺流，英流，藤間勘美央会，桜会家元），歌謡ショー（西田あい），お
楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/24（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）＊小雨のなか開催
10：50　音楽パレード（５隊300人＊当初は28隊1,800人の予定）
12：20　総踊り（31連2,700人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第４回浜下り・傘鉾行列（22団体 230人）
電停前ステージ…ミニライブ，スタンプラリー抽選会
中央ステージ…そば切り踊り，子ども社交ダンス，ジャズダンス，税金クイズ等
下松崎ステージ…フラダンス，子供合唱，空手演舞，ベリーダンス
JR 谷山駅前広場（ラーメン大食い選手権，大滝稲妻太鼓演奏，飲食店20），ふれあい市場（駅前，
中央，上松崎，慈眼寺の４通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　
計48店），大抽選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第27回図画コンクール（参加校13校，応募総数2,972点）
第18回写真コンテスト（応募者14人，作品総数50点）
観客動員数：７万５千人（主催者発表）
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開催年 開催日 内　容
第32回
平成23年
（2011）
前夜祭
10/22（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（薩州聖太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（商工会女性部，鹿
児島国際大学音楽科，杉の子会），日本舞踊（橘流，智賀流，南旺流，英流，藤間勘美央会，桜会家
元），マジック＆歌謡ショー（原邦洋の楽しいマジックショー，「タマミ＆里美」歌の夕べ），お楽し
み抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/23（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（26隊1,775人）
12：20　総踊り（35連2,700人）
＊ 今回から踊りゾーンを情報高校～下松崎間に短縮。踊りゾーンから外れた電停前エリアでは電
停前通り会が独自に太鼓とダンスの企画を主催（聖和太鼓，山田和子ジャズダンス教室・山田組，
鼓工房「粋」）
14：00　歩行者天国（イベント）
第５回浜下り・傘鉾行列（22団体 230人）
電停前ステージ… ニューミュージック「いしづえ」，オークション大会，山田和子ジャズダンス
中央ステージ…そば切り踊り，税金クイズ，太鼓演奏，子どもダンス，社交ダンス
下松崎ステージ… 太鼓演奏，ぬいぐるみショー，空手演舞，フラダンス，ジャズダンス
JR 谷山駅前広場（飲食店21），ふれあい市場（慈眼寺，笹貫，下松崎，平和，電停前の５通り会），
フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場・焼肉なべしま谷山本町店駐車場　計
54店），大抽選会
＊今回初の試みとして鹿児島国際大学の学生が祭の一部企画・運営に参加
鹿児島国際大学書道部「書道パフォーマンス」（JR 谷山駅前飲食広場），「○ × クイズ」（鬼塚
酒店前）他にもステージイベント司会，記録撮影係，ボランティアスタッフとして携わる
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第28回図画コンクール（参加小学校10校，応募総数2,197点）
第19回写真コンテスト（応募者21人，作品総数83点）
観客動員数：７万８千人（主催者発表）
第33回
平成24年
（2012）
前夜祭
10/27（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（薩州聖太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（商工会女性部・杉
の子会），日本舞踊（橘流，智賀流，南旺流，英流，藤間勘美央会，桜会家元），歌謡ショー（内村
清文），お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/28（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（19隊1,188人）
12：20　総踊り（35連2,337人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第６回浜下り・傘鉾行列（22団体 230人）
電停前ステージ…島唄，ジャズダンス等（電停前通り会主催）
中央ステージ… そば切り踊り，税金クイズ，ジャズダンス，子どもダンス，タップダンス
下松崎ステージ…ぬいぐるみショー，空手演舞，フラダンス，ジャズダンス
JR 谷山駅前広場（飲食店15，鹿児島国際大学書道パフォーマンス），ふれあい市場（慈眼寺，上
松崎，下松崎，中央の４通り会），フリーマーケット（市来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　計
66店），大抽選会
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第29回図画コンクール（参加小学校10校，応募総数1,217点）
第20回写真コンテスト（応募者21人，作品総数83点）
観客動員数：７万８千人（主催者発表）
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「谷山ふるさと祭」の変遷：第１回～第34回（1980–2013）
開催年 開催日 内　容
第34回
平成25年
（2013）
前夜祭
10/26（土）
時間 18：20～21：00／会場 谷山サザンホール
内容： オープニング（薩州聖太鼓），谷山ふるさと祭振興会長挨拶，「谷山音頭」合唱（商工会女性部），日
本舞踊，鹿児島発アイドルユニット「サザン★クロス」ステージ，お楽しみ抽選会
入場者：延べ1,200人
本　祭
10/27（日）
10：30　交通規制開始
10：40　開始式（谷山ふるさと祭振興会川田代勝彦会長挨拶，鹿児島市長祝辞）
10：50　音楽パレード（19隊1,775人）
12：20　総踊り（32連1,950人）
14：00　歩行者天国（イベント）
第７回浜下り・傘鉾行列（22団体230人）
電停前ステージ…清和太鼓，唄，ジャズダンス等（電停前通り会主催）
＊電停前通り会の依頼で清見橋上にて傘鉾会波のパフォーマンスも
中央ステージ…そば切り踊り，税金クイズ，ベリーダンス，日本舞踊，空手演武
下松崎ステージ…空手演武，ストリートダンス，キッズダンス，ジャズダンス
JR 谷山駅前飲食広場（飲食店22，鹿児島国際大学書道パフォーマンス，太鼓演奏，ひょっとこ踊
り），ふれあい市場（慈眼寺，笹貫，上松崎，下松崎，中央の５通り会），フリーマーケット（市
来医院駐車場・鹿銀谷山支店駐車場　計43店），大抽選会，国道沿い特設ブース（ヴォルカ鹿児島
とのふれあい広場，指商デパート餅まき）
15：45　横断幕・イベント会場撤去
16：00　終了・交通規制解除
第30回図画コンクール（参加小学校８校，応募総数599点）＊写真コンテストは開催せず
観客動員数：６万３千人（主催者発表）
＊今回から谷山ふるさと祭振興会事務局を商工会谷山支所内に設置（担当者１名）
